
筑紫路
ロマンの
散歩道

太宰府観光協会
太宰府市観光案内所

tel.092-925-1880
http:〃 wwl dazaifu.org
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ふくや「太宰府店」でほっこうしませんか?

冒 畠椒 霜

`

ふくやの明太子がお店の中で楽しめる

と大好評の「明太子茶漬け」。ふくや直

営店の中でも、太宰府店のみでの提供

です。また、ノンカフェインコーヒーや

梅の形がかわいいガレットなどもご用

意しております。ぜひご賞味ください。
コーヒーとガレットのセット(594円 )

お 子 様 連 れ て
゛
も 安 心 の「 授 乳 室 」も ご ざ い ま す。

赤ちゃんと一緒にご来店されるお客様のために、授乳室を新設しました。

太宰府散策へお越しの際は、お気軽にご利用ください。

ふくや 太宰府店
太宰府市宰府3丁目2‐ 47

日 9:00～ 17:30
[イ ートインスベース営業時間]

10:00～ 16:30(オ ーダーストップ)

TEL 092‐ 929… 2981

ンスペース」て
゛

を楽しめます。

訓
劉
皿

明太子をつくってよかった。

博多中洲鰤賦輌〕3bく ゃ

ふくやの明太子茶漬け(864円 )

'に _皿 www.f ukuya.com

ふくやの明太子をご試食いただける

「試食コーナー」もございまt
温かいごはんやバンと一緒にどうぞ。



会開かれる新たな歴史の

多Ⅲ的な|‖ J「 Fや‖||[を ,1ダ )ピ 1重な klヒ ]|を 1ヽ 間してt'ま す

0為Jl鴨算胤錦
〒8(38()106福 岡り114ヽ都市三〃く5208-3

TEL.0942-75-9575 FAX.0942-75-7834

●観 覧

国回 1西 鉄 天神 大 牟 田線 三 国 が丘駅 か ら徒歩約 10分

http://www. fsg. pref . fukuoka. jp/kyureki/

九州歴史資料館は、福岡県立の歴史系博物館です
九州歴史資料館は九州の歴史とその特質を明らかにするために、

●常設展示

福岡県の旧石器時代～近代の通史的展示

●考古基準資料

資料館の調査研究成果による考古資料を展示

●九歴講座

九州の歴史をより深く知っていただくための公開講座

●発掘調査

大宰府史跡や福岡県内の遺跡を発掘調査

●古代体験

土 。日・祝日は九歴ポランテイアによる

有料・無料体験を実施中

年
料ノ/¬

28日 ～ 1月 4日 )

中学生以下及び
×( )内は、20

鷹→由っとぃぇばソンバー■。
お月た(」 皮 月旨とぃうオイ′しを分 ,光 しま

‐
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九
州
日
立
博
物
館

市
民
と
共
生
す
る
博
物
館
を
目
指
し
て

九
州
国
立
博
物
館
は
、
東
京

・
奈
良

上
示
都
に
次
い
で
４
番
目
に
誕
生

し
ま
し
た
。
古
来
ア
ジ
ア
と
の
接
点
と
な
っ
て
き
た
九
州
と
い
う
立
地

を
生
か
し
、
「日
本
文
化
の
形
成
を
ア
ジ
ア
史
的
観
点
か
ら
捉
え
る
」

が
コ
ン
セ
プ
ト
の
国
立
博
物
館
で
す
。

一昨
年
の
秋
に
は
、
文
化
交
流
展
示
室
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！

日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
文
化
交
流
の
歴
史
に
焦
点
を
あ
て
た
展
示
が

よ
り
解
り
易
く
、
日
本
と
ア
ジ
ア
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
展
示
施

設
に
な
り
ま
し
た
。

展
示
室
を
５
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
、
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
文
化
交

流
の
歴
史
を
、
好
き
な
時
代
、
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
か
ら
自
由
に
観
覧

で
き
ま
す
。
ま
た
様
々
な
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
期
間
限
定
公
開
の
「ト
ピ

ッ
ク
展
示
」
も
み
ど
こ
ろ
満
載
！

①

日
本
文
化
の
交
流
史
を
５
つ
の
テ
ー
マ
で
紹
介

５
つ
の
テ
ー
マ
を
あ
ざ
や
か
な
カ
ラ
ー
で
ご
案
内

か
さ
の
家
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

て
の
ご
い
専
門
店

「一「
”
一一
い
一
票
」

日
本
の
四
季
や
風
土
が

彩
ら
れ
た
美
し
い
″て
の
ご
い
″
。

か
さ
の
家
が
選
び
抜
い
た
、

″て
の
ご
い
″
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ 0't・
藤

だギFl「宰ll● 」‖L番 lPЧ り
0092(922)1035
o11■ ||「 」 午‖i111ヽ 1′

`″
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紫

こ
追
唐
使
の
時
代

テ
ー
マ
２

赤

¨
稲
づ
く
り
か
ら
国
づ
く
り

緑

¨
縄
文
人
、海
ヘ
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４
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
展
示

展
示
室
入
口
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
各
テ
ー
マ
を
象
徴
す
る
作
品
を
ご
紹
介

③

展
示
作
品
に
も
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
を
表
示

展

示
作
品

題
箋

（だ

い
せ

ん
）
の
テ
ー

マ
カ

ラ
ー
が

作

品

テ
ー

マ
を

あ
ら

わ

し
ま

す
。

④

中
央
ガ
イ
ダ
ン
ス
エ
リ
ア

⑤
ぎ
ゅ
―
は
く
の
絵
奔
コ
ー
ナ
ー

博
物
館
の
収
蔵
書
を
も
っ
と
身
近
に
。親
子
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

◆
文
化
交
流
展
（平
常
展
）
観
覧
料

一
般
…
…
４
３
０
円
（２
２
０
円
）

大
学
生
…
１
３
０
円
（　
７
０
円
）

※

（　
）
内
は
η
名
以
Ｌ

の
団
体
料
金
。

※
障
が

い
者
と
そ
の
介
護
者
ｌ
名
は
無
料
。
展
示
室
人
口
に
て
障
害
者
手
帳
等
を
ご
提

※
高
校
生
及
び
１８
歳
未
満
、

７０
歳
以
上
の
方
は
、
文
化
交
流
展
に
つ
い
て
は
無
料
。
展

示
室
人
口
に
て
年
齢
の
分
か
る
も
の
（生
徒
手
帳
、
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
等
）

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

※
特
別
展
は
別
料
金
。

脚
ｉ
喘

長

、

日
本
と
昔
か
ら
交
流
の
あ

っ
た
ア

ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
の
文

化
に
ふ
れ
る
こ
と
が

で
き
る
体
験

型
展
示
室
。
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
衣

装
や
日
用
品
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
が
ず

ら
り
と
並
び
、
「
い
る
」
、
「か
た
ち
」
、

「も
よ
う
Ｌ

に
お

い
」
を
五
感

で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
！

太宰府名物! 百6可喜締… 1凛賄署i17
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ボ
ラ
ン
テ
■
ア

館
内
案
内

（日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、

韓
国
語
対
応
）
・
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア

ー

・
展
示
案
内

。
あ
じ

っ
ぱ

ス
タ

ツ

フ
な
ど
多
く
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
館

内
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

館
内
案
内

博
物
館
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
、
ち
ょ
っ

と
お
時
間
の
あ
る
方
は
気
軽
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
ヘ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
ま
た
日
曜
日
の
「茶
室

・
博
物

館
敷
地
の
案
内
」
（１５
人
程
度
受
付
１２
一
〇０
～

‐４
一〇０
・
／
開
始
１４

０̈０
～
※
所
要
時
間
約
４。

分
）
も
ど
う
ぞ
。

バ

ツ
ク
ヤ
ー
ド

ツ
ア
ー

普
段
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
収
蔵
庫
や
文

化
財
の
修
復
作
業
を
行
っ
て
い
る
部
屋
を

窓
越
し
に
見
学
～
説
明
案
内
し
ま
す
。

開
催
日
時
／
日
曜
日

‐４

一
〇０
～

（所
要
時
間
約
５０
分
）

定
　
　
］員
／
３０
人

受
付
時
間
／
１２

一
〇０
～
‐４

一
〇〇

（ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
受
付
）

受
付
後
は
１３
¨
５０
に
総
合
案
内
所
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

荼
皇
″宝
満
亭
″

宝

満

亭

は

日
本

文

化

の
体
験

の
場
と
し

て
、

茶

会

な

ど

に

ご
利

用

く

だ

さ

い
。

月
に
１
回
、
茶
室
を
使
っ
て
「親
子
で

茶
道
体
験
」
「は
じ
め
て
の
茶
道
体
験
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

測
・

ス
ー
パ
ー

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

文
化
交
流
展
示

室

の
ス
ー
パ
ー

八
イ
ビ
ジ

ョ
ン

シ
ア
タ
ー
は
現

行

ハ
イ
ビ
ジ

ョ

ン
の
１６
倍

に
あ

た
る
、
超
高
精
細

の
映
像
を
上
映

し
て
い
ま
す
。
臨

場
感
あ
ふ
れ
る
映
像
と
、
そ
の
色
彩
は

観
た
方
で
し
か
語
れ
な
い
映
像
美
で
す
。

上
映
時
間
／
１０

０̈０
～
１６

３̈０
分
の
間

※
３０
分

こ
と
に
上
映

場
　
　
所
／
４
階
文
化
交
流
展
示
室

（文
化
交
流
展
観
覧
料
が
必
要
）

座

席

数
／
３４
席

（シ
ア
タ
ー
入
口
に
て
整

理
券
を
配

布
、
展
示
室
を
見
学
す
る
前
に
も
ら

っ
て
お
こ
う
）

最
新
情
報
や
展
覧
会
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
毎
月
１
日
と
１５
日
に
配
信
中
。

ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
会
員
登
録
を
。

メ
ル
マ
ガ
登
録
　

，
一ぎ
∽
ミ̈
♂
♂
ぢ
ヽ
く
ｃ

，
“
ご
ぉ
も
、
２
、

メ

ル

マ
ガ

・
バ

ツ
ク

ナ

ン
パ
ー

す
鮮
ｐ
ヽ
ヽ
Ｅ
モ
Ｅ
〓
ヽ
ｃ
コ
∞
＾
ｃ
」
ｏ
ヽ
３
２
一３
●
ヽ
３
２
一３
一

‐
σ
●
ｏ
＾
つ
Ｃ
ヨ
σ
ｏ

，
コ
汁３
一

・
願献:
塩上

おん
届博
けの
し今
まを
す
′

開館時間■9:30～ 17:00(入館は1630まで)

休 館 日■月曜 (月曜が祝日振替休日の場合は翌日休館)

ホームページ■http:〃 WWw.kyuhaku.jp/
′ヽローダイ切レ●050‐ 5542‐ 8600

1暦盟
天神様とご縁の深い
清き健やかなお塩です

―

天草灘の海水だけを使用
ネラルたっぷりの自然海塩。
宰府天満宮にお供えして
起 のよいお塩です。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

婁

員
募

集
中

.:1, -- -..r^+Ei [4]

お祝い事などにも最適で丸

太宰府観光協会
TEL 092-925‐
FAX092-925-1

! http://u,rvu,.dazaifu.orgl

f`・ /ノ:'''

〒818‐ 0117
福岡県太宰府市宰府3丁目2‐3(太宰府館内)
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室
市
冨
亀
閂
紳
社

霊
峰
宝
満
山
の
麓
に
鎮
座
す
る
「宝
満
宮
竃
門
神
社
」
。

創
建
は
七
世
紀
中
頃
の
天
武
天
皇
の
時
代
に
ま
で
遡
り
、
主

祭
神
は
玉
依
姫
命
（た
ま
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と
）
を
祀
る
。
古

来
よ
り
「縁
結
び
Ｌ
方
除
け
Ｌ
厄
除
」
の
神
様
と
し
て
篤
い
信

仰
を
集
め
、
特
に
近
年
は
全
国
各
地
よ
り
女
性
を
中
心
と
し

て
「良
縁
成
就
」
を
願
う
参
拝
者
が
途
絶
え
な
い
。

こ
の
竃
門
神
社
が
今
、
新
た
な
魅
力
を
発
信
し
注
目
を
集
め

て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

平
成
二
十
四
年
、
千
三
百
五
十
年
大
祭
を
記
念
し
社
務
所
。参

集
殿
が
新
築
さ
れ
、
伝
統
的
な
神
社
建
築
と
モ
ダ
ン
な
現
代

デ
ザ
イ
ン
が
融
合
し
た
こ
と
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
「お
札
お
守
り
授
与
所
」
は
、
自
と
ピ
ン
ク
の
人
理
石
を
基

調
ｔ
し
清
潔
感
と
可
愛
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
、
訪
れ
る
参
拝

所
在
地

太̈
宰
府
市
内
山
８
８
３
＊
〓
ュヽ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ま
ほ
ろ
ば
号
一内
山
「竃
門
神
社
一行
」～
終
点
「内
山
［竃
門
神
社
前
〓
バ
ス
停
下
車

＊
有
料
駐
車
場
あ
り

者
を
優
し
く
迎
え
て
く
れ
る
。
そ

こ
に
並
ふ
カ
ラ
フ
ル
で
洗
練
さ
れ
た

お
守
り
な
ど
の
授
与
品
を
つ
い
見
入
っ
て

し
ま
い
、
時
間
が
経
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
。

授
与
所
の
前
に
は
厳
か
で
凛
と
し
た
仕
ま
い
の
御
本
殿
と
、
四

季
折
々
の
顔
を
持
つ
鎮
守
の
社
が
広
が
っ
て
い
る
。
春
は
桜
、
初

夏
の
新
緑
、
秋
は
紅
葉
ま
で
一年
を
通
し
て
緑
豊
か
な
景
色
。

普
段
着
で
参
詣
す
る
地
域
の
方
々
、
宝
満
山
登
拝
の
無
事
を

祈
る
登
山
者
、
良
縁
を
願
い
手
を
合
わ
せ
る
女
性
の
姿
な
ど
。

そ
こ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
想
い
や
願
い
を
優
し
く
包
み

込
ん
で
く
れ
る
神
様
の
存
在
が
確
か
に
あ
る
。
ぜ
ひ
一度
、
竃
門

神
社
を
参
詣
さ
れ
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

【文
監
修

写
真
／
竃
門
神
社
】

聾
にい 匙編亀歯WI鼎渓鼻酢耀蔦鯨饒 .

好評発売中 !

太宰府観光協会主催「太宰府の香り・風景写真

宰府観光協会

匿 ]驚 紫路―ロマンの散歩道太 宰 府



▲大宰府政庁跡の左側 (西側)が蔵司丘陵(南上空から)

語
る
人
事
府

～
次
第
に
明
ら
か
に
な
る
蔵
司
地
区
官
街
～

運
還
の
朝

廷
」
と
も
称
さ
れ
た
古
代
の
大
宰
府
。
か

つ
て
九

州
全
域

の
支
配
と
対
外
交
渉
、
対
外
防
衛

の
拠
点
を
担
う
古

代
最
大
の
地
方
官
衝

（役
所
）
と
し
て
、
我
が
国
の
歴
史
上
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

大
宰
府
史
跡
は
、
四
王
寺
山
の
山
裾
に
そ
の
中
枢

で
あ
る

大
宰
府
政
庁
跡
、
防
衛
施
設
で
あ
る
水
城
跡

。
大
野
城
跡
、
国

家
寺
院
と
し
て
の
観
世
音
寺

・
筑
前
国
分
寺
跡
な
ど
の
史
跡

の
総
称
で
、
こ
れ
ま
で
四
八
年
間
行
わ
れ
て
き
た
発
掘
調
査

で
、
そ
の
構
造
や
変
遷
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
中
枢
施
設
で
あ
る
大
宰
府
政
庁
で
は
、
重
要
な
政
務
や
儀

式
が
執
り
行
わ
れ
、
そ
の
周
辺
に
は
行
政
事
務
や
子
工
業
生

産
な
ど
の
職
務
に
従
事
し
た
官
衛
群
が
配
置
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
紹
介
す
る
蔵
司
地
区
官
衛
は
、
政
庁
跡
西
側
の
丘
陵
に

位
置
し
、
字
名
が
一蔵
司
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
九
州

一
円
の
税
物

を
収
納
。管
理
し
た
官
街
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
発
掘
調
査
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い

な
か

っ
た
た
め
、
後
述
す
る
大
型
礎
石
建
物
Ｓ
Ｂ
五
〇
〇
〇

以
外
は
詳
し
い
情
報
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
九
州

歴
史
資
料
館
で
は
、
平
成
二

．
年
よ
り
発
掘
調
査
を
実
施
し
、

宮内庁。神宮司庁。神社本庁。太宰府天満宮 御用達

キ賃装れ 鐵・
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▲ SB5000下 層の SB5030(南 東か ら)

現
在
ま
で
に
様

々
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
）ア
」
で
は
こ
れ

ま
で
の
調
査
成
果
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ま

で
の
蔵
司
地
区
官
衛

の
研
究

大
正
三
年

（
一
九

一
四
）
に
九
州
帝
国
大
学
教
授
中
山
平
次

郎
が
蔵
司
丘
陵
の
踏
査
と
採
集
遺
物
を
報
告
し
、
礎
石
の
存
在

と
被
熱
鉄
製
品
及
び
瓦
の
紹
介
を
行

っ
て
い
ま
す
。
昭
和
八
年

（
一
九
二
三
）
に
蔵
司
丘
陵
上
で
別
荘
地
の
整
備
が
行
わ
れ
た

際
に
は
、
多
く
の
礎
石
（Ｓ
Ｂ
五
〇
〇
〇
）
が
見

つ
か
り
、
発
見

後
に
現
地
を
訪
れ
た
鏡
山
猛
（後
に
九
州
大
学
教
授
）
は
、
建
物

の
規
模
が
桁
行
九
間
、
梁
行
三
間
に
な
る
こ
と
、
礎
石
の
配
置

は
東
大
寺
正
倉
院
の
校
倉
と
同

一
の
配
置
で
あ
る
こ
と
、
「蔵

可
」
の
地
名
な
ど
か
ら
倉
庫
跡
と
推
定
し
ま
し
た
。

ま
た
大
宰
府
史
跡
の
調
査

で
初
出
土
と
な

っ
た
、
木
札
に

書
か
れ
た
文
書
で
あ
る
木
簡
が
昭
和
四
五
年

の
調
査
で
蔵
司

丘
陵
の
西
側
の
谷
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

「久
須
評

（後
の
豊
後
国
玖
珠
郡
ご
と
書
か
れ
た
木
簡
は
、
七
世
紀
末
前

後
に
蔵
司
地
区
周
辺
に
税
物
を
収
納

・
管
理
し
た
施
設
が
存

在
し
た
こ
と
を
示
す
重
要
な
資
料
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
本

格
的
な
調
査
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
ｃ

調
査

で
わ
か

っ
た

二
時
期
に
及
ぶ
建
物
群

発
掘
調
査
の
結
果
、
先
の
礎
石
建
物
Ｓ
Ｂ
五
〇
〇
〇
は
、
現

存
す
る
礎
石
と
後
世
に
礎
石
を
抜
き
取

っ
た
痕
跡

の
配
置
か

ら
、
身
舎
が
桁
行
九
間
、
梁
行
二
間
、
南
北
に
廂
が
付
く
二
面

2r^ (*B)300ts

t^e!)6008
ro^(e$8208
r6r^(H)1,840ts
2ot^ (B) 2,300R

鶴

乃
子
が

ふ
ん
わ
り
や
さ
し
い

廿
さ
に
な
り
ま
し
た
「 詈チ

鶉

7     ・ 太宰府

J



廂
建
物
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
、
倉
庫
で
は
な

い
こ
と
が
確

定
し
ま
し
た
。床
面
積
が
四
〇
〇
２ｍ
を
超
え
る
、
大
宰
府
史
跡

で
は
最
大
の
建
物
跡
で
す
。
Ｓ
Ｂ
五
〇
〇
〇
の
周
囲

に
は
屋

根
か
ら
の
雨
水

を
流
す
た
め
の
雨
落
溝
が

一
部
残

っ
て
お

り
、
こ
の
雨
落
溝
が
外
側
に
掘
り
直
さ
れ
た
痕
跡
を
も

っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
建
物
空
間
を
拡
大
す
る
た
め
後
に
改
修
さ

れ
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
Ｓ
Ｂ
五
〇
〇
〇
は
、
出
土

し
た
瓦
か
ら
八
世
紀
前
半
に
造
営
さ
れ
、
九
世
紀
頃
ま
で
存

続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
二
七

・
二
八
年
度

の
調
査
で
は
、
礎
石
建
物
Ｓ
Ｂ
五

〇
〇
〇
の
下
層

か
ら
、
新
た
に
掘
立
柱
建
物
三
棟
を
確
認
し

ま
し
た
。造
成
し
た
平
坦
地
の
中
央
に
は
桁
行
四
間
、
梁
行
三

間
の
Ｓ
Ｂ
五
〇

一
〇
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
蔵
司
地
区

で
は

最
も
柱
間

・
柱
径
が
大
き
い
掘
立
柱
建
物
で
す
。
平
坦
地

の

北
端
に
は
、
造
成
地
を
区
切
る
よ
う
に
桁
行
九
間
、
梁
行
二
間

の
Ｓ
Ｂ
五
〇
二
〇
、
身
舎
が
桁
行
五
間
以
上
、
梁
行
三
間
で
、

東
側
に
廂
が
付

く
ｓ
Ｂ
五
〇
三
〇
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
建
物
配
置
と
建
物
構
造
か
ら
倉
庫
の
可
能
性
は
低

い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
Ｓ
Ｂ
五
〇
二
〇
・
五
〇
三
〇
は
新
旧

の
柱
穴
が
切
り
あ

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
物
が
建
替
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
ン」
の
掘
立
柱
建
物
三
棟

の
時
期
は
、
Ｓ
Ｂ
五
〇
二
〇
・
五
〇
三
〇
の
柱
穴
が
礎
石
建
物

Ｓ
Ｂ
五
〇
〇
〇

の
礎
石
に
壊
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
柱
穴

の
出

土
土
器
か
ら
、七
世
紀
末
前
後
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

蔵
可
丘
陵
東
側
の
大
宰
府
政
庁
跡
の
調
査
で
は
、
八
世
紀

前
半
に
掘
立
柱
建
物
か
ら
瓦
葺
礎
石
建
物

へ
建
替
え
ら
れ
る

▲平坦地の中央に位置するSB5010(南から)
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こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
水
城
跡
や
大
野
城
跡
の
建
物
や
城

門
も
八
世
紀
前
半
に
掘
立
柱
建
物
か
ら
瓦
葺
礎
石
建
物
に
建

替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
八
世
紀
前
半
は
藤
原
京
か
ら
平
城
京

へ
遷
都
し
、
本
格
的
な
律
令
国
家

へ
と
発
展
す
る
時
期
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
大
宰
府
も
そ
れ
に
連
動
し
て
整
備
さ
れ
、
ほ
ぼ

同
時
に
蔵
司
地
区
官
街
も
整
備
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
蔵
司
丘
陵
の
調
査
で
は
、
「蔵
司
」
の
倉
庫
と

な
る
建
物
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｂ
五
〇
〇
〇
及

び
そ
の
下
層

の
Ｓ
Ｂ
五
〇

一
〇
・
五
〇
二
〇
・
五
〇
三
〇
は
、

蔵
司
丘
陵
に
存
在
し
た
官
衛
の
管
理
を
担

っ
た
建
物

で
あ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
多
量
に
出
土
す
る
被
熱
鉄
製
品

の
生
成
要
因
も
今
後
の
課
題
で
す
。
調
査
は
平
成
二
＾
年^
頃

ま
で
継
続
し
て
行
う
予
定
で
す
。

な
お
、
平
成
三
〇
年
度
に
は
大
宰
府
史
跡
発
掘
五
〇
周
年

を
迎
え
ま
す
。
九
州
歴
史
資
料
館
で
は
、
特
別
展
や
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
中
で
す
。
そ
ち
ら
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

文
・
写
真
　
九
州
歴
史
資
料
館

『大
宰
府
」
と

『太
宰
府
」
の

表
記
に
つ
い
て

古
代
の
役
所
は
「大
宰
噺

地
名
な
ど
固
有
名
詞
は

■べ宰
府
」
と

表
記
し
て
い
ま
す

九
州
歴
史
資
料
館
は
、

県
立
の
歴
史
系
博
物
館
で
す
。

昭
和
四
八
年
貧
九
七
三
）
に
太
宰

府
市
に
開
館
し
た
九
州
歴
史
資

料
館
は
、
平
成
二
二
年
に
、
福
岡

県
の
文
化
財
保
護
行
政
の
拠
点

施
設
と
し
て
、
小
郡
市
に
移
転
・

再
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
古
代
の
大

宰
府
を
中
心
に
、九
州
の
歴
史
と

そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
成
果
を
展
示
や
講
座
等
に

よ
っ
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
／

す
諄
０
く
三ヽ
〓
〓
↓∽
９
０
「Φ
「。「ｃ
＾
ｃ
Ｏ
＾
０
こ．０
ヽ
バ
く
Ｃ
「Φ
蚕
ヽ

■
開
館
時
間
／

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分

（入
館
は
午
後
４
時
ま
こ

■
観
覧
料
／

一　
　
般

２
０
０
円
（１
５
０
円
）

高

・
大
生
　
１
５
０
円
（１
０
０
円
）

（第
―
・３
展
示
室
の
み
有
科
）

中
学
生
以
下
無
料
■
曜
日
は
高
校
生
も
無
料
）

※
（　
）内
は
、
ａ
名
以
上
の
団
体
料
金
。

※
障
が
い
者
等
と
そ
の
介
護
者
―
名
は
無
料
で
す
。
障
害
者
手
帳
等
を
こ
提
示
く
だ
さ
い
。

※
満
６５
蔵
以
上
の
方
は
無
料
で
■

年
齢
が
わ
か
る
も
の
（健
康
保
険
証
・運
転
免
許
証
箸
）を
こ
提
示
く
だ
さ
い
。

■
休
館

日
／

月
一
曜
一
日
買
た
だ
し
祝
日
・振
替
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

年
末
年
始

（１２
月
２８
日
～
１
月
４
ヨ

■
住
所
／

〒
８
３
８
１
０
１
０
６
福
岡
県
小
都
市
三
沢
５
２
０
８
１
３

電
　
議
四
〇
９
４
２
１
７
５
１
９
５
７
５

フ
ァ
ッ
ク
ス

０

９

４

２
１
７
５
１
７
８

３

４

※駅から徒歩 10分
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太
宰
府
天
満
宮
了

０
飛

梅

「東
風
吹
か
ば

に
ほ
ひ
お
こ
せ

あ

る

じ

な

こ
の
歌
は
あ
ま
り
に

も
有
名
。
菅
原
道
真

公
を
慕
っ
て
都
よ
り

一
夜
に
し
て
飛
ん
で

き
た
と
伝
え
ら
れ
る

梅
で
あ
る
。
御
本
殿

向
か
っ
て
右
手
。

②
宝
物
殿

道
真
公
の
御
真
筆
、

御
侃
刀
、
国
宝
″
翰

苑
″
を
始

め
古

文

書
、
工
芸
品
等
約
５

万
点
の
文
化
財
を
収

蔵

・
展
示
。
３
面
マ

ル
チ
ビ
ジ
ヨ
ン
で
、

太
宰
府
天
満
宮
と
天

神
信
仰
の
歴
史
に
ま

つ
わ
る
ビ
デ
オ
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

●
拝
観
料
／

太
宰
府
天
満
宮
は
、
菅
原
道
真
公
の
御
墓
所
の
上
に
社
殿
が
造
営
さ
れ
て
い
る
¨
一

中
一
峠
一
一
¨
一
』
¨
一
」
彎
一
］
｝
』
隧
蟻
砕
蝉
悔
一
饉
一
¨
砕
一一一
攀
弾
］

一

は
勅
を
奉
じ
、
延
喜
卜
九
年
に
社
殿
を
建
立
し
た
。
以
来
、
「学
問
の
神
Ｌ
至
誠
の

神
」
と
し
て
崇
敬
を
集
め
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

菅
公
歴
史
館

一
一

一
‐

一
　

　

・
　

　

一

大
人
２
０
０
円
↑
５
０
日
　
高
大
生
１
ヘ

Ｏ
円
電
曰

小
中
生
１
０
０
円
の
リ

※
（　
）
内
は
３０
名
以
上
の
団
体

●

開

館

時

間

／

９
時
～
１６
時
３０
分

（入
館
は
１６
時
ま
で
）

●
火
　
水
曜
日
休
館

０
大
樟
Б
お
く
こ

″天
神
の
杜
″を
形

成
す
る
樟
は
、
境
内

に
約
８０
本
。
樹
齢
千

年
を
越
え
る
国
指
定

天
然
記
念
物
の
大
樟

⑥
心
字
池
ｏ
太
鼓
橋

心
字
池
に
架
か
る
御
神
橋
は
、
太
鼓
橋

橋
、
太
鼓
橋
の
三
橋
か
ら
な
り
、
過
去

在

未

来

の
三
世

一
念
と
い
う
仏
教

思
想
を
残
す
。
池
は

漢
字
の
心
を
形
ど

り
、
池
の
中
で
は
無

数
の
鯉
が
泳
ぐ
。

だ
ざ
い
ふ
遊
園
地

・・
・・
・・
二
一　

　

・　

　

　

一
一　

一
・　

・
一
一

・

．一一・　

　

　

一
・
・
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大
人
４
０
０
円
３
ｏ
ｏ
曰

高
大
生
２
〇
　
　
一
２
本
、
県
指
定
天
然

Ｏ
円

Ｔ
ｏ
ｏ
●

小
中
生
１
０
０
円

昴
日

　

一
記

念

物

も

４９

本

あ

※
（
）
内
は
３０
名
以
上
の
団
体
　
　
　
　
　
　
　
一
る
。
毎
年
４
月
頃
よ
り
樟
若
葉
の
新
緑
は
訪
れ

●
開
館
時
間
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

た
人
々
に
新
た
な
る
活
力
を
与
え
て
く
れ
る
。

９
時
～
１６
時
３０
分

（入
館
は
１６
時
ま
で

文書館邸

宝
物
殿

肝
踏
⊂

摯 l
至
西
鉄
太
宰
府
駅 ´

Ｉ
Ｌ
一
ヽ

東
風
吹
か
ば
の
歌
碑

おかげさまで創業40周年。4gァ

面 0120-76-8343 www.azarejp
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号
替
え
神
事

崎
ホ
の
婁

鬼
す
べ
沖
事

「鬼
す
べ
神
事
」
は
年
の
始
め
に
あ
た
り
、
そ
の

年
の
災
難
消
除
や
開
運
招
福
を
願
い
、
境
内
東

神
苑
に
あ
る
鬼
す
べ
堂
に
て
行
わ
れ
る
勇
壮
な

火
祭
り
。
鶯

（う
そ
）
替
え
神
事
は
「替
え
ま
し

ょ
、
替
え
ま
し
ょ
」
の
掛
け
声
の
も
と
、
暗
闇

の
中
で
木
鶯
を
交
換
し
あ
い
、
人
々
が
平
素
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
つ
い
た
す
べ
て
の
嘘
を

天
神
さ
ま
の
誠
心
に
替
え
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
悪
い
こ
と
を
嘘
に
し
て
今
年
の
吉
に
取
り
替

「曲
水
の
宴
」
は
咲
き
誇
る
満
開
の
梅
の
も
と

で
く
り
広
げ
ら
れ
る
優
雅
な
催
し
。
清
水
の

流
れ
る
曲
が
り
く
ね

っ
た
水
路
の
そ
ば
に
座

り
、
流
れ
て
く
る
盃
が
自
分
の
前
を
通
り
過

ぎ
な
い
う
ち
に

一
首
詠
む
。
毎
年
、
知
名
士
が

招
待
さ
れ
、
男
性
は
衣
冠
姿
、
女
性
は
十
二
単

衣
姿
と
奈
良

・
平
安
時
代
そ
の
も
の
の
、
春

に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
な
宴
遊
。
「曲
水
の
宴
」

は
中
国
か
ら
伝
わ
り
、
都
の
朝
廷
や
公
家
の

間
で
流
行
。
太
宰
府
天
満
宮
で
は
天
徳
二
年

（九
五
八
年
）
大
宰
大
弐
小
野
好
古
に
よ
っ
て

「神
幸
式
大
祭
」
は
康
和
三
年

（
一
一
〇

一
年
）

大
宰
権
帥
大
江
匡
房
卿

（お
お
え
の
ま
さ
ふ

さ
き

ょ
う
）
に
よ
り
始
め
ら
れ
た
も

の
で
、

御
祭
神
菅
原
道
真
公
御
在
世
の
往
時
を
偲
ぶ

と
共
に
五
穀
豊
穣
に
感
謝
す
る
大
祭
。

２２
日

が
「
お
下
り
の
儀
』
で
榎
社
ま
で
。

２３
日
は
「
お

上
り

の
儀
』
で
天
満
宮
ま
で
戻
る
。
牛
車
も

登
場
し
て
平
安
絵
巻
を
展
開
す
る
。

２５
日
が

例
祭
。
夜
は
千
灯
明

・
巫
女
の
神
楽
が
行
わ

れ
る
。
こ
の
神
幸
式
大
祭
は
、
福
岡
県
無
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ツ

え
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

始
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

太
宰
府
天
満
宮
‐
‐

神
十
式
人
拳

聯ヶ剛 伝続を継承する味と技
飛lLI演  片ながらの製法と技法で
,    今も変わらぬ味をお力||け しています

◎幸n二静町1篤」p

般路ロマンの散歩い太宰府 □

―く鷺替え神事



年
の
初
め
は
参
拝
か
，り
．
三
が
日
で
例
年

約
２
０
０
万
人
の
人
出
。

斧

始

祭

Ｔ

日
午

‐サ１１
９
時

半

）

官
大
工
の
仕
事
始
め
の
神
事
。

鬼
す
べ
神
事

。
鸞
替
え
神
事
７
日
夜
）

初

天

神

祭

（
昴
日
午

削̈
Ｈ
時

）

二
月

梅

の

花

見

こ

ろ

■

月

Ｌ

句

～

３
月

中

旬

）

境
内
に
は
早
咲
き
、
遅
咲
き
の
悔
の
本
が

約
６
、
０
０
０
本
。家
族
連
れ
、
合
格
祈

願
の
受
験
生
で
に
ぎ
わ
う
．

節
分
厄
除
祈
願
大
祭

，
月
初
旬
）

七
月

七
夕
の
宴
Ｔ

Ｈ
）

夏
の
天
神
ま
つ
り

，
．

曲
水
の
宴
Ｔ
月
第
１
日
曜
）

四
月

厄
晴
れ
ひ
ょ
う
た
ん
焼
納
祭
↑

学
業
祈
願
大
祭

厄
除
祈
願
大
祭

更
衣
祭

昴

日
午
後
７
時
）

御
祭
神

。
道
真
公
も
こ
の
日
か
ら
夏
衣

装
に
。

太
宰
府
天
満
宮
で
は
、
一
年
を
通
し
て
様
々
な
神
事

が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。

一
　

　

　

一一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

“

一一̈
．
一，

‐
ヽ
　
、
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，
　

　

　

　

　

　

一
■

・

　

ヽ
―

●

■

一
　

・

　

　

　

　

　

■

―１

１

１

ｆｉ

月
菫^ハ
Ｈ
月

行

事

境
内
の
樟
も
一斉
に
衣
替
え
。
目
に
し
み

る
よ
う
な
若
葉
が
五
月

（さ
つ
き
）
の
空

に
映
え
る
。天
神
の
社
は
回
生
の
季
節
。

花
菖
蒲
見
こ
ろ
（上
旬
～
中
旬
）

菖
蒲
池
の
花
菖
蒲
は
５５
種
約
３
万
本
。紫

色
の
花
が
咲
き
競
う
。夜
間
照
明
あ
り
。

大
祓
式
０

日
午
後
４
時
）

十
月

秋
思
祭
雨

情
９
月
＝
り

政
庁
跡

（都
府
楼
）
を
舞
台
に
、

――
′，，
か

―，
っ
中
、
祭
典
が
斎
行
さ
れ
ェ
女
■
優

な
舞
を
奏
上
．

八
月

注
連
（し
り
打
奉
納
相
撲
大
会
雨
月
中」終
日
ｒ
リ

地
た
の
ク
ラ
ブ
や
職
域
の
力
自
慢
が

―――

場
、
Ｌ
依
卜
に
火
化
を
故
ら
す

ち
，

っ

ｒ
相
撲
も
あ
る

九
月

神
幸
式
大
祭

＾
　

　

リ

「神
幸
式
人
好

」
――
　
　
いず
）在
世
の
往

時
を
偲
ぶ
太
■
　
　
．
■
日
の
お
祭
り
の

中
で
最
も
人
‐‐―
　
　

祭̈
り

七
五
三
詣

Ｔ

日
～
Ю
こ

菊
花
展
Ｔ

Ｈ
↓

梅
と
共
に
菊
も
愛
で
ら
れ
た
天
神
さ
ま
に

約
１
、
５
０
０
鉢
の
が
フ
手
ア
ィ
ー
豊
か
な

菊
が
奉
納

更
衣
祭

昴

日
午
後
７
時
）

道
真
公
も
冬
仕
度

■
■

納
天
神
祭
・古
神
札
焼
納
祭
２
日
午
前
Ｈ
時
）

大
祓
式
貧

日
午
後
４
時
）

一
年
間
の
け
が
れ
を
除
き
、
新
し
い
年

の
健
康
、
安
全
、
平
和
な
ど
を
祈
願
。

十
一
ヽ

紅葉と苔の喫茶 維 新 の 庵

梅ヶ枝餅S11ヒ
P

骨器3詳輯漑酵1戌息驚野

お
鮮 や か な 緑 が 目 を 楽 し ま せ る 庭 園  `  天洒宮参道    i'天

満富0)

〒818-0117 太宰府市宰府 2-6 12 TEL 092-922-6125
*営業時間 900～ 1800*定休日:不定体 *梅 ヶ枝餅全国配送 [冷 凍]致 しております。
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太宰府
天満宮

の里
〃

ぶらり′

二堂えとや宰府店

県道 35号線

梅由屋椎木酒店●

菓寮花小路●
み
ど
り
や
●
　
寺
田
屋
●

く
一「
〇
太
宰
府
店
天
満
宮
店
●

か
の
や
●

中
村
屋
●

０
●
甘
木
屋
　
　
　
●

●
た
にぐち
　
　
　
鑢

●

コ
ガ
梅
香
軒
　
　
照

●

小
野
東
風
軒

●
松
嶋
屋

●

ま
ん
て
ん
ｏ
ｏ
ｏ
α

●
茶
房
き
く
ち

●
松
田
商
店

●
て
の
ご
い
家

●

加
野
而
青
堂

●
か
さ
の
家

●
塁
著
ゃ
ら
リ
ー
茶
房
か
き
の
家

●
小
野
筑
紫
堂

●
杉
養
蜂
園

●
ど
ん
ぐ
り
の
森

●

〓
一宅
商
店

●

び

い
ど

ろ

●
や
す
武
　
　
　
　
　
　
　
ン

●
ぎ
ゃ
リ
リ
楓
　
　
　
　
　
″

●
か
す
り
や
千
織
　
　
　
　
「

”
姉
判
艤
却
ツ
ン
大
山
　
　
材

天鳥「f参 遷
~ゴ

鳶Lu道

●
水
月
庵

至
九
州
国
立
博
物
館

幸
　

プ

おい しさの物語は太宰府から 福岡・太宰府のおいしい名物

想い出 と

梅の実ひじき を
おみやげに。

五条 本 店 /太宰府市五条2■-31(休 )年末年始

太宰府参道店′太宰府市宰府3264(休 )年中無休

宰 府 店  /太宰府市宰府288(休 )年中無休

PJハ巨ヨШ 0120-66-0382
http://www 1210‐ etoya com

ようこそ

太宰府へ。

前 町
元門前町には、 |

〆

太宰府
天満宮

案内所
★売店★トイレ

門前町のあちこちに

看板が立ち、手ごろ~な
お土産として喜ばれ

ている「梅ケ枝餅」。匈1を 焼
く香りが参道にたち込める

のは太宰府参道ならではの

風物だ,「 榎社の菅公に浄
RllIビ という老女が差し_Lιデ

た」「菅公莞去の折、老 女

1道揚ぞ「 なttyに
差し

太 宰 府 天 満 宮 と云 えば

「学業の神様」!!年 中多く

の学生さん達 が成績アッ

プや 合格祈願 に訪れる。

そんな勉学の励みにもな

る
″
合格祈願グッズ

″
が参

道の店々に並ぶ。定 番の
“だ るま"か ら“はちまき"

や・鉛筆"ま で様 々なグッ

ズが並ぶ様は、学生でな

くとも見入ってしまう。

太宰府名物

格ヶ枝労

受験生必見

合格桁願ルズ

Ｐ
町
由

キ慰千二i慈鳳.

太宰府 t出
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太
宰
府
市
の
観
光
＆
グ
ル
メ
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バ
リ
ア
フ
リ
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情
報
な
ら
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ゴ
こ
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絆府勧格ケ枚姿争

屋動満一天
‐ヽ可ノイヽ

礎Dレホ毎ヶ枢群弊もあります

:坂[[][!:::|:::|::::呂

::
内で木鷺を互いに取り替える

ことによリー年間についた嘘

や災難を天神さまの誠に取り

替えて幸運をいただく「うそ

替え神事」が執り行なわれて

いる。

太宰府本うそ保rr会プログ
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竃
門
神
社

＊
西
鉄
太
宰
府
駅
よ
＝

徒
歩
約
４
０
分

★

鰤
○
■

鞘

至宇美町
庁

≫
=＼毛

一間
隔

大
宰

府

政

庁

跡

れ
哺

鰍

太
宰
府
天
満
宮

＊
西
鉄
太
宰
府
駅
よ
り

徒
歩
７
分

い
光
明
禅
寺

＊
西
鉄
太
宰
府
¨

徒
歩

４
分

太宰府観光は便利な

「レンタル自転車」で|!

西鉄二日市駅までお尋ねください

8092-922-2024

一 |

■
■

え
襲
孝
を

■
■
■
■
■
■
■

苔
寺
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
苔
の
美
し
い
庭
が
あ
る

ｄ
則
庭

は
石
を
「光
」
と
い
う
字
に
配
し
た
仏
光
石
庭
。
奥
庭
は
青
苔
で
陸
を
、
自
砂

で
人
海
を
表
現
し
た

一
滴
海
庭
が
あ
り
、
秋
の
紅
葉
は
ひ
と
き
わ
美
し
い

住
所
／
宰
府
２
丁
目
‐６
１

１

拝
観
時
間
／
要
問
い
合
わ
せ

拝
観
料
／
２
０
０
円

|

電
関
静
れ

※
５
Ｐ
に
関
連
記
事
が
あ
り
ま
す



占
代
で
は
九
州

の
キ
院
を
ま
と
め
る

「府
人

寺
」
と
し
て
栄
え
た
、え
′
も
日
本
最
古
と
い
わ

れ
る
創
建
当
初
の
鐘
が
伝
わ

っ
て
お
り
、
当
時

の
繁
栄
が
し
の
ば
れ
る
。
境
内
の
宝
蔵
に
は
平

安
か
ら
鎌
倉
時
代
の
仏
像
が
あ
り
、
な
か
に
は

五
メ
ー
ト
ル
を
越
す
巨
像
も
あ
る
。

懇
住
所
／
観
世
音
寺
５
丁
目
６
１
１

【観
世
音
寺
宝
蔵
】

開
館
時
間
／

午
前
９
時
～
午
後
５
時
一，（”
Ｌ
●
●
４
』
¨
分
ま
三

・
拝

観

料
／

大
人
５
０
０
円
、
高
・大
生
３
０
０
円

小

中
学
生
１
５
０
円

[1     西鉄太宰府駅

西
鉄
五
条
駅

観
世
音
寺

＊
西
鉄
太
宰
府
駅
よ
り

徒
歩
１
６
分

汗
戒
壇
院

太宰府市役所

9
●

太宰府市役所

〇

縦音寺前9    □

至筑紫野市

奈
良
の
東
大
寺

・
栃
本
の
下
野
薬
師
寺
と
な
ら
ぶ
日
本
三
戒
壇
。

観
世
音
寺
に
置
か
れ
た
。戒
壇
と
は
、
戒
律
を
授
け
る
と
こ
ろ
。
受

戒
に
よ
り
は
じ
め
て
正
式
な
僧
尼
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
現
在
の

戒
壇
は
江
戸
時
代
の
も
の
で
、
建
物
は
平
成
六
年
に
修
復
さ
れ
た
。

●
住
所
／
観
世
音
寺
５
丁
目
７
１

‐０

至大宰府政庁跡

□ 太宰府

・・ ●・



岩

屋
城
は
１
６
世
紀
半

に

宝
満
山
城
の
支
城
と
し
て

豊

後
人
友
家
の
武
将

で
あ

る
高
橋
鑑
種

（あ
き
た
ね
）

に
よ

っ
て
岩
屋
山
に
築
城

さ
れ
た
山
城
。
こ
こ
か
ら
水

城
跡
も
眺
望
で
き
る
。

攀
住
所
／

観
世
音
寺
字
大
浦
谷

駅

一輸
一　情試鴎教詢動し方♂解翻枇乳贅」勘

嘲
離
頌
馨
鰤
峨魏

一　
の
焼
打
ち

後

に
再
建

さ
れ
た
第

二
期

・

（十
世
紀
）
の
も

の
。
ま
た
隣
接
す
る
大

一　
宰
府
展
示
館

で
は
、
大
宰
府
発
掘
調
査

一　

で
得
ら
れ
た
貴
重
な
資
料
や
遺
構

（溝
）

の

一
部
を
保
存
公
開
し
て
い
る
。

一　
●
住
所
／
観
世
音
寺
４
丁
目
６
１
１

一

【大
宰
府
展
示
館
】

●
０
９
２
（９
２
２
）
７
８
１
１

一　
●
開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時
３。
分

一　
●
入
館
料
／
無
料

菅

原
道
真
公

が
大
宰
府
着

任

か
ら
亡
く
な

る
ま

で

の

二
年
間
を
過

ご
さ
れ
た
配

所
跡
。
後
浮

妙
寺
が
建
て
ら

れ
、
境
内
の
榎
の
大
樹
に
ち

な
み
榎
社

（寺
）
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
。
ま
た
、近
く
に
は
先

立

っ
た
幼
な
子

隈
麿

（く
ま

ま
ろ
）
の
墓
が
あ
る
。

●
住
所
／
朱
雀
６
丁
目
１８
１
‐

―‐‐―．―‐‐‐‐‐
‐
くユ

岩
屋
城
跡

※
西
鉄
太
宰
府
駅
よ
り

徒
歩
４
０
分

|
9書

観世音寺

観世音寺前
(=Ξ)  

至太宰府天満宮90太
宰府展示館

大宰府政庁跡
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聖
武
天
皇
に
よ
り
災

い
を
払

い
国
を
護
る
た
め
、
国
ご
と
に

建
立
さ
れ
た
。
正
式
に
は
金
光

明
四
人
王
護
国
之
寺
と
い
い
、

ニ
ト
名
の
僧
が
修
行
し
て
い

た
。当
時
は
七
重
の
塔
な
ど
の

荘
厳
な
建
物
が
並
び
、
「国
の

華
」と
称
さ
れ
た
。

議
住
所
／
国
分
４
丁
目
‐３
１
１

筑
前
国
分
寺
跡

＊
大
宰
府
疎
庁
跡
よ
り

徒
歩
２
５
分

鋒
諏
錦
７分
〇

水
城
跡

＊
大
宰
府
政
庁
跡
よ
リ

徒
歩

２
６
分

至大野城市

※
２。
Ｐ
に
関
連
記
事
が
あ
り
ま
す

大
野
城
や
基
婢
城
と
と
も
に
築
造
さ
れ
、
大
宰
府

を
囲
む

一
種
の
羅
城
と
も
い
う
べ
き
防
衛
線
。
そ

の
全
体
の
様
相
は
国
分
小
学
校
裏
の
高
台
か
ら

望
め
る
。
発
掘
調
査
に
よ
り
幅
六
ト
メ
ー
ト
ル
の

濠
や
導
水
の
た
め
の
本
樋
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、

東
西
の
円
の
跡
地
に
は
礎
石
が
見
ら
れ
る
＾

奪
住
所
／

太
宰
府
市
水
城
・国
分
～
大
野
城
市
間
約
１

２
肺

雄
一一一́

ロ

閂

=杢
_2丁目)

①

ロ
∈三亘「〒D

|
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太
宰
府
市
は
そ
の
昔
「大
宰
府
政
庁
」
が
置
か
れ

．．
る
な
ど
、
歴
史
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

一　
　
至
る
と
こ
ろ
に
史
跡
が
残
り
懐
か
し
い
趣
が
市
全

体
に
あ
り
ま
す
。
九
州
国
立
博
物
館
は
、
昨
年
十
月
で

開
館
十
一
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
西
鉄
太
宰
府
駅
か
ら
す
ぐ
の

天
満
宮
参
道
門
前
町
に
は
年
々
（ま
ほ
ろ
ば
の
里
～
太
宰
府
）

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
素
敵
な
お
店
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
梅
ヶ

枝
餅
や
手
作
り
木
鶯
（き
う
そ
）
が
並
ぶ
土
産
物
店
・
喫
茶
に

ブ
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
軒
並
み
は
九

州
を
代
表
す
る
門
前
町
で
す
。

水
温
む
春
。
こ
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
な
宴
遊
が

「曲
水
の
宴
」
で
す
。
毎
年
二
月
の
第
一
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
参
加
者
は
地
元
太
宰
府
や
福
岡
市
の
知
名
士
た
ち
。

男
性
は
衣
冠
東
帯
、
女
性
は
十
二
単
（ひ
と
え
）
姿
で
、
咲
き
誇

る
梅
の
花
の
下
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
清
ら
か
な
水
が
流
れ

る
小
さ
い
な
水
路
に
向
か
っ
て
座
っ
た
『客
人
」
は
流
れ
て
く

る
盃
が
自
分
の
前
を
通
り
過
ぎ
な
い
う
ち
に
一
首
詠
み
ま
す
。

繰
り
広
げ
ら
れ
る
『平
安
絵
巻
」
に
、
参
拝
客
は
往
時
に
思
い

を
は
せ
ま
す
。

人
宰
府
の
お
上
産
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
る
の
が
「梅
ヶ
枝

餅
」
で
す
。
モ
チ
米
を
粉
に
し
て
中
に
餡
（あ
ん
）
を
入
れ
焼
き

上
げ
た
も
の
で
す
。
そ
の
素
朴
な
味
が
″さ
い
ふ
詣
り
″
に
ぴ
っ

た
り
。
餅
を
焼
く
香
り
が
参
道
に
た
ち
込
め
る
の
は
、
太
宰
府

天
満
宮
な
ら
で
は
の
風
情
で
し
ょ
う
。

平
成
二
十
九
年
号
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
こ
の
冊
子
が
、
″筑

紫
路
ロ
マ
ン
の
散
歩
路
″
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

制
作
に
当
り
ま
し
て
、
写
真
、
資
料
等
を
御
提
供
い
た
だ
き

ま
し
た
太
宰
府
天
満
宮
、
太
宰
府
観
光
協
会
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ガ
囲

発
行

企
画
・編
集
・制
作
／

株
式
会
社
明
広
Ｆ
里
■
τ央
区
菫
辺
コ
丁
日
●
０
９
負
７
７
↓
６
０
８
０

プ
〓
ア
ュ
ー
サ
１
／
島
ノ
江
英
孝

印
刷
／
小
林
印
窮
株
式
会
社

協
力
／
太
宰
府
観
光
協
会

・太
宰
府
天
満
宮
・ｔ
門
神
社

九
州
国
立
博
物
館

・九
州
歴
史
資
料
館

発
行
／
平
成
二
十
九
年

一
月

※
本
誌
掲
載
の
写
真

イ
ラ
ス
ト
・地
図

文
章
等
の
無
断
転
載
を
お
断
り
致
し
ま
す

“束
風
吹
か
ば

に
は
い
お
こ
せ
よ

梅
の
花

あ
る
じ
な
し
と
て

春
な
恙
薇
そ
”

太
箸
府
夭
満
官
の

“飛
梅
に
国
ん
だ
和
某
子
”

“
し
そ
”
の
香
り

“梅
風
味
”の
餡

高
松
宮
名
誉
総
裁
賞

た

厳

義

基
第

各

ｏ疱
衛
■

本
　
　
店
　
福
岡
市
中
央
区
天
神

ニ
ー
七
―

二
二

電
話

０
９
２
１
７
４
１
１
３
６
１
６

. :: 
^+fii 
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平
安
を
願
う
べ
く
建
立
さ
れ
た
寺

国
分
寺
は
奈
良
時
代
の
中
頃
、
諸
国
に
置
か
れ
た
官
寺
（か
ん

じ
）
で
僧
寺
と
尼
寺
が
あ
っ
だ
。
当
時
は
天
然
痘
の
流
行
や
内

軽

羮

冬

憂

殖

要

輸
異

雅

諏

分
寺
は
、大
宰
府
政
庁
西
北
の
見
晴
ら
し
の
良
い
こ
の
丘
陵
上

に
建
て
ら
れ
た
。し
か
し
、
そ
の
創
建
に
つ
い
て
の
記
録
は
残
ヽ

て
い
な
い
。た
だ
、
西
海
道
の
国
分
寺
が
天
平
勝
宝
８
年
（７
５

６
）
に
は
建
て
ら
れ
て
い
た
記
録
が
あ
る
の
で
、
筑
前
国
の
国

倉
筑
前
国
分
寺
跡
」
案
内
板
よ
り
抜
粋
）

所
在
地

福
岡
県
太
宰
府
市
国
分
４
丁
目
１
３
番
１
号

交
　
通

西
鉄

『都
府
楼
前
」
駅
下
車

徒
歩
約
２
０
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
ま
ほ
ろ
ば
号

国
分
回
り

「筑
前
国
分
寺
前
」
下
車
す
ぐ




